
様式2  ［NO，］支援の必要性を判断するための一定の指標（例示）・情報集約のための様式  
卜1．養育者氏名 （生年月日）年 月 日（続柄 ） 卜2．養育者氏名：  （生年月日）年 月 日（続柄  ）  

2．児童氏名＝  （生年月日）年 月 日（ 歳）4．記入日：平成 年 月 日 作成者＝  （所属：  ）  

g．養育支度が必要となりやすい要素  

低出生体重児・多胎・先天性の疾患等・その他（ 

14．対応判断（ ／ ）：  
①児童相談所へ通告  
②関係者会議の開催が必要  
③状況把握のための訪問が必要  
（む一般子育て支援サービス  

a）現在利用中   

（  

）紹介   

（  

凸  
15．上記決定事項に対する対応内容   



［NO．］支援の必要性を判断するための一定の指標（例示）に基づく、支援計画の立案・実施状況に関する様式  様式3   

4．記入日：平成 年 月 日 作成者：  
（所属  ）  

6．養育支援が必要となりやすい  
訪問者： 訪問の受け入れ〔受容的・消極的〕  

8
調
査
訪
問
結
果
 
 

10．家族構成  

現在のサポート状況：   

今後期待できるサポート：  

近所の人等  養育者のきょうだし   同居家族・祖父母・友達  

11．総合的所見・判断（／）   

且  ※児童相紺への通告の必要性【なし・あり（／）連絡】  

12養育支援計画と役割分担 支援計画（／）作成  

a．支援の必要な部分  b．何を行うか   C．誰が行うか   d．どのような  e．いつまでに   仁実施結果  g．実施後の状況   
方法で  

子  
ど  
も  

の  
支  
援  

養 育  

者  

の  
支  
援  

養  
育  
環  
境  

の  
支  
援  

＊中核機関担当者氏名  凍 連絡先：   



乳幼児虐待予防アセスメント  資料⑧  

氏名：   記入者：  （所属  ）  記入回数：  回目   

受理：  年  月  日   関わり開始：  年  月  日  記入日：   年   月  日   

重症度：□最重度  口重度  口中度  口軽度  □疑い  ロハイリスク  

乳幼児虐待リスクアセスメント指標  
対象は就学前乳幼児。養育者は虐待看、非虐待看の両方。リスクの該当項目にすべて○をつける。○がついた項巨のうちでより高いリスクの項目を評価し、項目欄の左欄に○を  
つける。把握できない場合は不明桐に○を、児の状態等で記入できない項目は非該当とし空欄のままにする。リスクが中くらい以上の項目が多いときは虐待の重症度が高い。不  
明の項自が多いときも重症度が高いおそれがある。  

評価項目  高いリスク  中くらいのリスク  低いリスクまたはリスクなし   不明   

1虐待の継続  偉性  ときどき  

2 年齢  2歳以下  3歳以上  

3 出産状況  多胎  低出生体重児  単胎  

4 分離歴  親子分紐歴あり  なし  

5 身体状況  骨折頭腹部、顔面、性器の外傷  首を絞められる等重大な影響の危惧  小さい傷がある たたかれている  該当なし  

6 発育状態（身長・体重）  －2SD以下または50％タイル以上の低下  発育不良 成長発育曲線から低下  該当なし  
子  
ど  ケアされていない放置  

健診すべて兼愛診  左記の傾向あり・時々あり  特に問題なし  
も  

8 健康状態  慢性疾患 身体障害あり  該当なし  

9 発達状態  月齢、年齢相当でない  月お、年齢相当  

あやしても笑わない抱かれても反り返る  
10 親との関係  希薄（よそよそしい）萎縮するなつかない  該当なし  

服従する  
無表情よく泣く視線が合わない  

11情緒間遠  おぴえ不安暗い攻撃的遊べない  左記の傾向あり一時々あリ  該当なし  
感情コントロールできず誰にでもへ’タヘ■タ  

拒食過食異食自傷多動かみつく  
12 問題行動  弄便遺糞夜遺尿盗み俳優l虚言  左記の傾向あリー時々あり  該当なし  

抜毛性的言動  

13 虐待の認識度  
虐待行為を認めない  
虐待行為を認めるが躾と言い訳する  虐待行為を認め、一定の改善ができる    虐待行為を認め、改善ができる  

精神症状による自傷他害がある  
14 精神状態  未治療・治療効果の上がらない疾患あり  

不安傾向あリ  
該当なし  

強いうつ及び強迫状態  

15 性格等の問題  衝動的 暴行歴あり 共感性欠如  左記の傾向あり  
未熟（わがまま、依存的）  

該当なし  

養 H  

R  
アルコール、キ■ヤンブル等の問題あリ  

者  シンナー覚せい剤等乱用の疑い  
なし  

17 虐待歴  本児きょうだいへの虐待歴（不明含）  過去に説明の曖昧な怪我あり  
きょうだいの不宇死  虐待歴の疑いあリ  なし  

18被虐待歴  被虐待歴あり 愛されなかった思い  なし  

19妊娠状況  望まぬ妊娠  第1子若年出産  該当なし  

20子への感情・態度  子を拒否・受容がないきょうだい間での不  
平等な扱い体罰の容認  

該当なし  
気持ちはあるが一文しないしつけ  

21育児（ケア）の間語  育児しない・できない極度の不潔  左記の傾向あり育児知識の不足事 止 

葦  医療を受けさせない  故防・監督不十分育児負担あリ  

育 状  衣食住に重大な間頚がある  料理・清潔・家計のやりくりに問題があ る    該当なし  

況  
23子を守る人的資源  子は在宅で虐待者がほとんどみている  子どもは在宅だが他にも養育者がいる 保育所等社会資源の利用    常に他の養育者の目がある  

非虐待者がいない虐待を認めない  
2ヰ家庭内非虐待看の態度     傍観している  気づいているが子を守れない  子を守れる  

25 夫婦・家族関係  
断絶混乱・対立不利仁暴力  夫婦間の不満ひとり親家庭観との     該当なし  
家族の変化  対立  

家  
庭  

生活が経済的に苦しい  
経済基盤が不安定  

やや苦しい計画性が乏しい  該当なし  

環 境  不衛生、不適切な居住状況  
転居を繰り返す  

左記の傾向あり 時々あり  該当なし  

28相談できる人・機関  地域で孤立親族と対立  少しサポートがある  援助あり  

29援助協力度  援助の拒否家の中に入れない  時により態度が変わる  協力する  
問題意識がない  SOSが適切に出せる  

計  個  個  個  

その他大きい要因となっている状況（  ）  

ー52－  

－12－   



虐待を槻械的に判断するのではな＜、保  

乳幼児虐待リスクアセスメット指標の項目  

ノーー 、／／′‘【‾ヽ／・ノ‾「‾▲＼  

r‘｛－－、く 法童l  ト＼  
保健分野の乳幼児虐待リスクアセスメント指標の使用方法  

／′一■、乳幼児虐待リスクア   人  

に、＼  
卜ヽノ  

重症度判断を行っておくこと  
高いリスク、中くらいのリスク項目が多いときは、虐待の通告を検討する  

在宅援助を支援する場合は、親子の状況把握のために定期的に記入し、客観的に援助を評価していくご・－・て  メ、＿＿ノ  

＞くへ・－－ノ  ※この指標は虐待の判断ではない 臨機応変なアセスメントが大切！  

乳幼児虐待リスクアセスメント指標 ぐミ「ノ／   

援助の拒否家の中に入れない  ○  時により態度が変わる  協力する  
臼 機、  問題意識がない  SOSが適切に出せる  

庫軽重  計  12甲．＿，．．ニ浬   9  個  5 個  
、－－・・・＝＝＝≡＝丁訂F；        J一一・・一一・・，■・・…・▲▼・－・…一打ーー・・一一■■■－   芦－‾■‾‾■     ■■一－▲■－－ －－▼－－、  ‾  
高いリスクが12個以上（うち子どもに5個  以上の ．  

＿．イ・‾‾  

・多い  
＿＿＿虹∴∴ニュー‾  

1
、
 
 
 
 
 
 
 
ノ
 

／   

※25夫朴家族関係  
「断絶」別居、単身赴任等夫婦間の交渉が全くない  
「混乱・対立」離婚等に至るときの緊張した状態  
r不和」夫の育児参加や精神的サポートがない  
「暴力」は子どもに及んだり、暴力を見ることによる  
心理的影響  
「家族の変化jは同居者が増える、大家族から核家  

族になるなど  

「衝動的」すぐイライラとし、カーッとなりやすく自軌bを失うこと  r拒食jミルクを飲まなし＼ことも含む  
「過食」食べ方（ガツガツ食べる）や1回に食べる暮が多い等も含む  

r集金」壁や土などを食べる  

「白鳥J頭を壁やベッドに打ち付ける。指・手・腕を噛んだりする。  

「弄便j自分の便を口に入れたり、璧になすりつける  

「遺糞j／くンツの中に便をしてしまう  

「夜遺尿」夜尿がある／くンツに尿を漏らしてしまう  

、  

【していない、くみ取れない。子の要求を予測したりすることが出  

「暴加は子どもに及んだり 
＼＼、  ／き、暴力を見る心理的影響   

ミ、「家族の変化」は同居者が培える、大家族から核家族になる等   
＼  ノ  



要支援家庭アセスメントシート 資料⑨  
【資料4】  

宇貫擢家庭チエサケシート  

（関係機関用）  

月  日  く作成日＞ 平成  
く作成者＞ 機関名  

氏 名   
薫育者氏名  ガ  生年月日  （年齢  ） 母  生年月日  （年齢  ）   

児童氏名   生年月日  （年齢  ）  児童の所属   幼・保・小・中▲高（  年）   

住  所  連絡先電話  

1．虐待の有無（虐待と思われる場合・虐待が疑われる場合は、必ず記入してください。）   

虐待の種別  
（該当するものに○をつける）  

虐待と思う（疑う）状況等   虐待していると思われる人  

身体的虐待  父 ・  母 ・ その他（  ）  

性的虐待  父 ・  母・ その他（  ）  

ネグレクト  父 ・  母・その他（  ）  

心理的虐待  父 ・  母・ その他（  ）   

2．支援が必要と思われる状況の判断（虐待ではないが支援が必要な家庭と判断した場合は記入。1を記入した場合は必ず記入すること。）  

（注意2）きょうだいケースについては、それぞれの児童の状況を確認する必要があります。  
（注意3）「その他」の欄には、上記以外で気になること等を記入してください。（例：外国籍、養育者に宗教上のこだわりがある等）  

センターに  

28   

－14一  



【資料5】  

苧貫操家庭アセス〆ントシート  
（子ども零度支援センター用）  

年    月  日  ＜作成日＞ 平成  

く作成者＞ 氏名  
◎対象世帯の状況〔彪 りごノユノク■ラ∠「／ご」ぎま送6リ   

寮青書氏名  （父）  生年月日  （年齢  ）（母）  生年月日  （年齢  ）     I  虐待の可能性  
児童氏名   生年月日  （年齢 － ）    弓量の所属   幼・保・小・中・高（  年）   ヨ・・・・・・L  

住  所  連紹充電話  （身体的・性的・ネクレクト・心理的）  〔担当〕  

仙  ◎初回情報提供機関  ■  （ 年 月 日）             今後の継続的な関わりの必要性   要・不要   

そ  
の  
他  
（注意1）※l問題行動」欄旧、対象児童の年齢に王要当する確㌍箇所をチェックしてくたさい。   

帖   ◎情報を躍給した機関   

（年 月 日）  〔担当〕  
2  

今後の継続的な閲わりの必要性   要・不要   

（ 年 月 日）  （担当〕  

3  

今後の継続的な関わりの必要性   要・不要   

（ 年 月 日）  〔担当〕  
4  

今後の継続的な関わりの必要性   要・不要   

（ 年 月 日）  〔担当〕  
5  

今後の継続的な関わりの必要性   要・不要   

（ 年 月 日）  〔担当〕  
6  

今後の継続的な関わりの必要性   要・不要   
ガ／苫／の虜甜一二ごコマツフ■‘′に脚野とレて甘き還む   

」＝コー  

◎状況判断（ 年  月  日）  

◎具体的な対席（ 年  月  日）’  

（取思量相識所へ送致（→「児童虐待送散票」）   

②関係機関との連携等による支援が必要  

→関係者会規の開催 （育・解）  

→児室相！猥所の関与 （育・稗）  

③状況把握のための訪問が必要（訪問者：   

④在宅サービス等子育て支援サービスを活用  

a）現在利用中（  

b）提供・調整（  

⑤その他（  

」＝コr  
上屋皆摩／プて切手磨の脚（輝彦・戯薪符容貌  

（注意2）きょうだいケースについては、それぞnの児童の状況を確認する必要ガあります。  
（注意3）「その他」の欄には、上記以外で気lこなること等を吉己入してくたさい。（例・外国籍、憂害者に宗教上のこだわりがある 等）  

29・30   



ハイリスク妊婦アセスメント 資料⑩  

ハイリスク妊婦アセスメント票  担当保健師（  ）   

（妊婦氏名）  生年月日   ＝■ S・年 月   日  
住所   区  

出産予定日   H． 年  月  日  

アセスメント項目  
アセスメント実施（H．年 月 日）  （卵牒礎師ヲオ亘十梱∴年 （白）専門的家康訪問支樗事薯〈妊婦卜  

1妊婦面接 2 妊婦教室 3 その他  フォロー方法 電話・訪問・ 面接   支援目標   

1予想外の妊娠で因っている  （特記事項）   （特記事項）  

妊   
娠   

状 況  

5多胎妊娠  支援内容   

6若年妊婦  

7精神疾患あり（治療あり■なし）  

本   
人  
状  

況  

11親からの虐待（疑い）あり  

12気になる様子  

13未婚  

家  

庭  

状  

況  

18他の心配ごとあリ  

支援  

体制   ◎支援回数：訪問（ 回）・電話（ 回）・面接（ 回）  

アセスメントの鯖果  結果判断理由  フォローの結果  結果判断理由   フォロー後の結果  結果判断理由   

1保健師フォロー  1保健師継続訪問   

2 他機関紹介  あり   ① 出産後育児支援家庭   

3 フォロー必要なし  

＊アセスメントの結，1はフォロ⊥監（A）に記入  

1保健師継続支援必要                     ①妊娠中フォロー   

示う嘉盲ヰめ結集竃ゐ爪ば脂）た治夫： 
訪問事業導入予定  

記録者（  ）係長（  記頒者（ ）係長（ ）  



育児支援家庭訪問員研修プログラム  資料⑪  

育児支援家庭訪問員研修  

子育て支援課 H20．5．19  

1 目 的 育児支援家庭訪問員に対して、事業に必要な知識や技術の習得を図り、支援家庭  

に対して適切な助言や支援を行うことができることを目的とする。   

2 対 象 □□市育児支援家庭訪問員として今年度新規に登録されるもの及びすでに登録され  

ており本年度も継続して活動を希望する育児支援家庭訪問員   

3 研修内容（1）虐待予防について  
（2）乳幼児の発育発達について  

（3）対人援助技術について  

（4）家庭訪問時の注意点や倫理的配慮  

（5）精神保健に関する理解  

（6）事例検討会  

（7）その他育児支援家庭訪問を実施するに当たって必要な内容   

4 平成20年度の研修について  

（1）日程 原則、奇数月の第3水曜日   （午後1時30分～午後3時30分）   

（2）内容   

日程   研修内容   講師（予定）   

5月21日（水）  ・□□市の母子保健、子育て支援施策の概要について  子育て支援課職員  

・個人情報保護について  

・育児支援家庭訪問事業の概要について（記録を含む）   

7月16日（水）  ・ロロ市の児童虐待の現状について   児童相談所  

・対人援助技術について（面接技術）   （児童相談所長）  

～傾聴・共感・受容のあり方～   

9月17日（水）  ・乳幼児の発達と発育について   子育て支援課職員  

・訪問事例の共有と支援の検討   

11月16日（水）  ・マタニティブルー・産後うつ病の基礎知識と対応  精神保健福祉センタ  

・精神疾患を有する養育者への支援について   ー医師   

1月21日（水）  ・訪問事例の共有と支援の検討   子育て支援課職員  

各区担当職員   

3月18日（水）  ・今年度のまとめ   子育て支援課職員  

各区担当職員   

フォロー研修  ・離乳食実習   管理栄養士   

フォロー研修  ・沐浴実習   助産師   

（3）会場  ロロ市役所 101会議室 他  

（4）その他  講師には、別紙にて依梼する。  

研修内容により、エンゼルヘルパー派遣事業者へ参加を呼びかける。  

－17－   




